
近畿部で、毎年続けている CO2 しらべです。 大阪友の会 生活部 

 

 

提出状況、今年は、この表の

通りです。 

左からブルーは提出数、提出率、

黄色は、CO2 排出量まで記入で

きた人、集計数、その割合、それ

から、ピンクのところです。今回

は昨年の CO2排出量と比べた、

削減率まで、計算できている方も、

方面別に出してみました。昨年よ

りやや提出率、集計率が上がっ

ています。八尾、北摂、京阪方面

が、提出率、集計率ともに、高い

です。 

昨年と比べて、排出量が増え

ているか、減っているのか、削減

率の提出のある会員全体でまとめてみました。そうすると、大阪友の会全体で削減率がマイナス

１％、即ち、1％増えています。継続して取り組むことにより減少すべきところ、そうはなっていませ

ん。ただ、昨年は記録的な猛暑でした。家族人数の変化によって、増減がある排出量ですが、猛暑

の中、工夫して過ごされた会員が多かったのだと、感じます。 

 



これは、同居人数

別 CO2 排出量、1

ヶ月当たりの排出

量の表です。同居

人数の同じ世帯の

中で平均を出し、そ

の値を比べました。

上から 1 人の世帯、

2 人、3 人と続きま

す。家族人数が増

えれば、平均の排

出量も増えていま

す。ただ、3人、4人、

5 人の世帯の平均

の排出量はあまり

変わりません。人

数よりも、暮らし方により、排出量は影響されるようです。今回、大阪で一番多い排出量の世帯は 3

人世帯の家庭で 1,068ｋｇでした。この排出量は、ガソリンの使用量も含めたものです。ところが、ガ

ソリンの使用量について、家族皆の使用量を把握していない人が多くありました。まとめるときも、

難しかったのです。この機会に、ガソリン使用量について、アイドリングなど運転の仕方について、

自転車の利用ができないかなど、家族が話し合い、友の会の目指す生活スタイルを家族に伝える

ことも、大事だと思います。 

 

 

今回、新しく励んだことの質問がありました。基本的なことを、やっと始めた会員もあれば、これ以上

できないという中から、みつけている例もあります。ここにその一部を表しました。上から、時間のこ

と、住環境を整えること、エアコンなしで夏を耐えるために家具を移動、整理 した人、水滴が出ず、

保温にもなるので、ガラス窓にビニールを貼ったり、防寒シートを貼った人がいました。衣類、洗濯

のこと、省エネグッズの利用、水のこと、車のこと、車の利用を控えた人が複数ありました。 

その他に分けています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

表４11 時以降何をしてい

ますかの質問の結果をま

とめたものです。上段はど

んな家事をしているのか、

下の段はその他何をして

いるかのまとめです。一

番多いのはテレビ、その

次はパソコン、友の会の

ことと続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

表５この表は、環境チェックの今年度のまとめです。 

656人の参加がありました。赤が 2/3以上できた人、青が 1/3 くらいできている人、黄色がほとん

どできていない人です。数字はその人数です。項目ごとに、その割合を％で表わしました。できてい

る項目の順に並べています。 

項目別にみてみます。昨年と大きな変化は見られませんでした。すなわち、例年できている項目

〔一番は照明器具のこと〕はでき、そうでない項目（できない一番は、生ゴミを土にもどす）も同じで

す。土へ戻すの項目は、全体でも、できていないですが、30、40 才代で、できている会員は、ほん

の数人です。 



マイバックを使うという項目は、軽い袋を常時入れておくだけの、守りやすい項目だと思うのです

が、できている割合が昨年と比べ、減っていて、残念に感じます。世代別にみてみると、マイバック

のことも、50 才までの世代にできていない人の割合が多いのです。もっと呼びかけたいと思いま

す。 

このように、項目によっては、若い世代にはできない人の割合が高くなっています。けれども、テ

レビを選んでみているの項目では、世代による大きな違いはみられませんでした。71 人の人が、ほ

とんどできていないと答えています。先ほど、11 時以降起きていて、何をしているかの質問で、81

人がテレビと答えています。テレビのことは、生活部の係り会で、11時以降、何をしているかの質問

に、テレビを見ている人が多く、びっくりしたという方面、反対に学研都市方面では、テレビを見てい

るという人はなかったと報告があり、興味深く感じました。 

マイバックのことの他、再生紙を使うとか、食器の汚れはふき取ってからなど、その人にもよると

は思いますか、すぐに、簡単にできる項目もあります。意識してできることを、増やし、できているを

100％にしましょう。 

 

表６方面毎の環境チェ

ックまとめから、方面全体

として意識の高さに差が

あることを感じました。泉

南方面、学研都市方面は、

家事家計講習会や、女性

センター、小学校などで、

環境に関わる講習をしま

した。古市方面は、方面会

の最寄当番に当たると電

気、ガス、水道の使用量を

発表し、見合ってきました。

高槻方面は、昨年夏に環

境チェックのしらべを 1 ヶ

月続け、家事家計講習会

でも環境の内容の発表を

しました。そのように、方

面で、環境のことを取り上

げている方面は意識の高い会員が多くなっています。 

泉南方面は、排出量削減できている方も多かったのですが、「排出量が記入できた人はアンケー

トにもしっかり記入できている、まず、公共料金、ガソリンの数量、金額をしっかり記入することが基

本である」とのまとめでした。また、和泉方面からは、「全ての項目でほとんどできている人がおられ

ることがわかり、すごいと思いました。」と感想がありました。そのような、先輩会員の姿勢が、方面

全体に伝わるよう、最寄や方面で、話し合いの機会を作って、具体的な生活の工夫を聞きあいたい

と思います。家計簿の数量の記帳と、環境チェックを続けましょう。 

 


